
Ａｇ
ｅｏ Ｒ

ｏｔａｒｙ Ｃｌｕｂ  Ａｇｅｏ Ｒｏｔａｒｙ Ｃ
ｌｕｂ

例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）
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というのが笛木醤油の課題で、会社の収益性を高め

るため、環境の変化にスピーディに対応するために

現在では、経営計画書を策定・発表しています。毎

月月次の監査が終わったら売上・変動費・粗利益・

固定費・営業利益を全社員に発表して共有していま

す。その月ごとにＰＤＣＡサイクルを回して問題が

あったら速やかに対応し、結果とするとすごく良か

ったです。会社の情報をオープンにすることによっ

て、働いている方が自分で考えるようになって課題

を解決し、自立型の社員になりました。おかげさま

でコロナ禍でも増収増益でいい着地点を迎えたと思

っています。

　最後に『事業経営とは顧客の創造』というのはド

ラッカーの言葉ですが、お客様あっての会社だなと

思い、いかにお客様を自分達で創っていくかという

ことを念頭に今も経営させていただいております。

あと『変転する市場とお客様の要求に合わせてわが

社をつくりかえる』ということをすごく考えていま

す。先日、尊敬する川越の氷川神社の山田宮司から

『常若（とこわか）の精神』という言葉を教えてい

ただきました。長く続くものは、常に若いという言

葉です。伊勢神宮は式年遷宮で20年毎にすべてを新

しくするんですね。長く続くいちばんの秘訣は常若

の精神だと思っています。今の事業がずっと大丈夫

かどうかという保証はないので、常若の精神を会社

全体で共有できているところが、試練や困難があっ

ても続けていけるのかなと感じております。私は会

社をお預かりしている立場ですので、トヨタ自動車

の豊田章男社長の言葉ですが、『自分の思い描く理

想の形で次世代に

襷を渡したい』と

思っています。ご

清聴いただき本当

にありがとうござ

いました。

いの来場があ

ります。もし

よろしければ

ご家族でお越

しください。

　「しょうゆ

パーク」をオ

ープンする際、

当然、周りから大反対がありました。古い慣習で、

本来、醬油蔵は作るのが専門で、売るのは問屋さん

に任せるんですね。「しょうゆパーク」では自分た

ちが販売も行うので、肉親からも反対されました。

そのような中、パークのオープンから１年も経たず

して、バウム

クーヘンの製

造販売を始め

ました。川島

には美味しい

卵があり、ま

た特産のイチ

ゴがあっての

製造販売で、「しょうゆパーク」の来場者数増加を

牽引しているのは、このバウムクーヘンです。バウ

ムクーヘンはコロナ禍の中、逆に追い風になって、

お家で家族で美味しいものを食べるというニーズか

ら非常に伸びています。来年川越市が市政施行100

周年ということでバウムクーヘンの２号店をオープ

ンする予定で計画を進めさせていただいています。

　もうすぐ事業承継から４年になります。今でも経

営者としての資質の向上と、経営力の向上を常に自

分自身で考えています。『戦略を身につけるには、

勉強すること、考えに考えること』とあるように勉

強し続けることが大事で、経営に関わる本を毎朝30

分は欠かさずに読み返しています。昨日より今日、

今日より明日、会社の預貯金をどう増やすか、キャ

ッシュポジジョンなど「財務のコト」に向き合いま

した。そして高収益型事業構造への変革に向けて、

会員数　　      36
出席数　     　 23
欠席数            13

出席率  63.89％
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笛木様、卓話いただきありがとうございました ！
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奉仕しよう  みんなの
人生を豊かにするために

行事予定

 1月  6日　氷川鍬神社初詣

 1月 13日　会員卓話
　　　　　 大木　保司会員

 1月 20日　クラブフォーラム②
　　　　　 会員卓話
　　　　　 島村　健会員

 1月 27日　新会員卓話
　　　　　 寺脇　貴浩会員

ゲスト
笛木醤油株式会社
12代目当主 代表取締役社長
　　　　　　笛木　吉五郎様

会長あいさつ
　皆さん、こんにちは。本日もお集まりいただきありがとうございま

す。今週は忘年会のラッシュで、本日の夜以外、月曜から金曜まです

べて忘年会が入っています。月曜日は、ある政治家の方の国政報告会

がありました。島村さんと坂本さんと須田さんもその場にいらっしゃ

ていて、今週は飲み会続きになるので、この日はお酒を控えようと決

めていたのですが、その後、懇親会があって、須田さんに美味しい日

本酒をたらふく飲まされて、せっかくの美味しい日本酒の味も飲んだ

ことすら覚えておりません。今年のベスト３に入るくらいの二日酔い

で翌日はお昼ぐらいまで廃人のように機能停止していました（笑）。

　来年１月６日（木）の新年第一例会は、氷川鍬神社様に初詣の後、

居酒屋ちょっ蔵で新年会を予定しています。新年の景気づけに、須田

商店さんから、美味しい日本酒を持ち込んでいただきますので、皆様

多数のご参加をお待ちしております。

　話は戻りまして、先日12月14日（火）は会長・幹事会が桶川の三朝

寿司でありました。渡辺ガバナー補佐より、ガバナー補佐会議の内容

の報告がありました。当地区は今年度、半期で59名の入会があり、そ

の反面20名退会で、会員数は純増39名とのことでした。

　話は変わりますがお配りした『ガバナー月信』にも特集が掲載され

ているように、『ロータリーの友』12月号にも、横組P24〜25に、10月

24日の世界ポリオデーに開催された、丸の内でのウオークラリーと、

10月18日〜24日までの１週間、電車でポリオ根絶を訴えるトレインジ

ャックプロジェクトの模様が掲載されていました。実行委員会による

企画の動機では「昨年８月、アフリカでのポリオ根絶宣言の報道に置

いて、国際ロータリーについて全く触れられることがなかったのがバ

ネになり、今年３月、実行委員会が立ち上がりました」と載っていま

したのでご一読ください。

　さて、本日は大木崇寛プログラム委員長が青年会議所でブロック長

をした後に同じくブロック長をされた笛木醤油株式会社の12代目当主 

代表取締役社長・笛木吉五郎様に卓話をいただきます。230年続いてい

る事業で、貴重なお話をいただきたいので、私の挨拶は短めで終わら

せていただきます。本日もよろしくお願いいたします。

2021-2022年度　斎藤　修弘会長
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お見舞い授与 例会主題

幹　事　報　告

230年続く企業の秘密
笛木醤油（株） 12代目当主 代表取締役社長 笛木吉五郎様

長沼　大策幹事
◇会長あいさつにもあっ

たように１月６日（木）、

氷川鍬神社様で初詣例会

を開催させていただきま

す。お一人ずつ玉串奉奠

をしていただきますので

出欠のご回答をお願いします。

◇地区職業奉仕部門から、この世に暮らす事だけで

も大変厳しい状況の方々がいるので１社１名の採用

をという「命を守る」メッセージのポスターを皆さ

んにお配りしました。

◇圧迫骨折で入院していた岡野会員が退院され、ご

自宅で療養しています。車いすでの生活になったそ

うで、しばらくは例会に出席するのは難しいかもし

れないそうです。

　皆さん、はじめまして。

代表取締役社長になって

まだ５年目の若輩者です。

精一杯卓話させていただ

きます。

　まず【会社について】

です。寛永元年（1789年）に創業し、今年232年目

を迎えます。私が高校生の時に父が亡くなり、その

後、叔父が社長を務め、川越RCの会長にもなったこ

とがあるのですが、その叔父も2017年に急逝してし

まい、その年の８月、事業承継することなく、私が

社長になりました。急に社長になったので、右も左

もわからず悩んだ日々がありました。そこで高校の

先輩であるコエドビールの朝霧社長に相談に行った

ところ「義務感で社長をすると周りが苦しくなるの

で、笛木君がやりたいことをやれば周りも楽しく仕

事ができるよ」と言われ、数字や目標よりも地域社

会から認められるような会社を目指した方がいいよ

とアドバイスをいただきました。そのような会社を

目指したわけではありませんが、がむしゃらにやっ

ってきた中で経済産業省やいろいろなところから推

薦いただき賞を受賞しました。川越蔵造りの街並み

ぼりをたてたところ、近隣の方々、通学する小学生

たちから好評でした。

　BESTなこと２つ目です。３月、普通車の免許の更

新でしたが、５回目で合格しました。

　BESTなこと３つ目、私は県立大宮工業高校身で、

野球部のOB会の会長に昨年任命され、今年１年、コ

ロナ禍の中、会長職を務めました。県立高校はなか

なか勝てませんが、今年は６－５、逆転サヨナラで

初戦突破しました。95年の歴史がある高校で、昭和

43年の選抜高校野球全国大会で優勝したことがあり

ます。できる限り、現役の支援をしたいと思います。

　BADなことというか残念なことでは、今年、水上

公園が閉園になったことです。「東洋一の海の殿堂」

というフレーズで開園当時は大勢のお客様でイモの

子を洗う状態でしたが、コロナ禍で営業できない中、

閉園を迎えたのは残念だったなと思っています。

　年の瀬、皆さまお身体ご自愛いただき、よいお年

をお迎えください。

　年末なので今年１年に

起きたBESTなこととBAD

なことをご報告いたしま

す。まずはBESTなことで

す。以前、孫ができたと

お伝えしました。１歳の

節目のイベントを行おうとしましたが、コロナ禍、

両親が教員をしている都合からお祝いができません

でした。５月、初節句でお祝いはできましたが、当

日、雨が降っていたので鯉のぼりを孫に見せること

ができませんでした。孫とは離れて暮らしているの

で、延期して、10月に遊びに来たときに鯉のぼりを

あげてようやく見せることができました。畑に鯉の

齋藤　哲雄　会員

　眼の手術をして入院された大塚信郎会員にお見舞

いを授与しました。

近況報告

ROTARY CLUB OF AGEO

にある川越店では、醬油の美味しさを出汁ツユで伝

えるうどん屋さんなども経営しています。

　続いて外部環境【醬油業界の現状】についてです。

当社の国内出荷量のピークは1973年でした。1990年

以降20年間で、どんどん出荷量は減り続け2010年に

は３割ほど減少しました。全国の醬油メーカーは、

1955年に６千蔵あったのが、最近は1100蔵に減少し

ています。ただ一方で醬油大手のキッコーマンさん

などは今、和食ブームなどで海外への出荷量が増え、

全体の63％を占めています。

　【事業承継】ですが、社長を継いだ当時、会社は

いい状態ではなく、課題が山積みで眠れない日々が

続きました。醬油業界は職人さんが、自分の仕事は

するけど、他の仕事はしないとか、働く人のモラル

が欠如している部分があり、いろいろ変えたいと思

いながらも変えられず、経営コンサルのセミナーや

無料相談会に行っていました。だけど外部のコンサ

ルに頼るのではなく、まずは自分らしく、泥臭くや

ってみようと決意しました。その中で新たな取組を

３つ始めました。

　まずは「モノ消費からコト消費」に発想を切り替

えました。３年前からお客様と一緒に、醬油の原料

の大豆づくり・収穫と、大きな桶で醬油を仕込む体

験を始め、非常に人気のイベントになりすぐに満員

になりました。作った醬油は100㎖の瓶で２万本売

れるヒット商品になりました。

　次に、国内出荷量が減っているので「海外展開」

を始めました。当初は営業部長から反対されました

が、海外へ販路を拡大することを決めてJETROや中

小機構に相談し、今ではヨーロッパ、北米、アジア

に販売できるようになり、世界１１か国で輸出させ

ていただいている状況になりました。フランス・パ

リではミシュラン一つ星レストランに醬油を卸させ

ていただいたりとか、コロナ禍、海外に向けての売

上が昨年は２倍以上に増え、醬油の本業を支えてく

れている状態

になっていま

す。また青年

会議所つなが

りですが、世

界の食文化の

発信拠点と言

われているスペイン・バスクで、埼玉県の食文化を

発信しようというショップのリーダーを任されまし

て、埼玉県内の食品メーカーさん６社と一緒に行き、

今も継続してバスクに醬油を卸しています。

　さて醬油の前の段階の醪（＝諸味。もろみ）を仕

込むには、大きな木の桶を使いますが、今、この木

の桶で仕込ん

でいるのは国

内に１.８％、

木の桶を作る

職人さんが全

国に50名ほど

しかいなくな

っていて、こ

のままだと子どもたちの世代に伝統的な木の桶を残

すことができないので、当社では2016年から、長崎

や徳島の若い木桶職人に来てもらって、木桶を作る

取り組みをさせていただいております。

　ひたむきにやってきた中で創業230周年を、私が

事業承継をして２年目で迎えることになって、本当

にがむしゃらにやってきて、この230周年をターニ

ングポイントにして、あらためて会社の方向性を定

めよう、笛木醤油の目指すべき姿は、『日本一、笑

顔をつくる醬油蔵』と設定しました。笑顔とは、働

いている人の笑顔であり、お客様の笑顔であり、地

域の笑顔です。

　笑顔を作る

具体的な手法

として「しょ

うゆパーク」

を2019年11月

16日にオープ

ンさせました。

「木桶醤油文化」の発信拠点となり、次世代にその

文化を繋いでいけるよう、醤油醸造の工場見学を核

として、地元の方並びに、国内外の観光客の皆様に

“食べる”・“学ぶ"・ “買う”・“遊ぶ”　４つ

をテーマに、楽しみながら体験できる複合施設とし

ました。いちばん軸になっているのが「学ぶ」で工

場見学があります。工場見学は平日一日３回、土日

祝日は一日11回、多い時はもっとやっています。食

べるはレストランをやっています。オープンして２

年で「しょうゆパーク」への総来場者数が１０万人

を越えました。工場見学にあは25,000人の方に参加

していただき、いろいろなメディアにご紹介いただ

きました。今でも土日祝日は１５０～２５０人くら


